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古
典
を
読
む
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
論
（
文
献
論
）
の

立
場
か
ら
考
え
た
い
。
本
件
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
を
媒
介
と
し
な
い
時

代
に
成
立
し
た
、
比
較
的
古
い
時
代
の
「
古
典
」
に
つ
い
て
の
言
及
で
あ

る
こ
と
を
最
初
に
お
断
り
し
て
お
く
。

日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
「
全
集
本
」
と
略
称
）
と
い
う
叢
書
は
、
上

段
に
注
、
中
段
に
原
文
、
下
段
に
現
代
語
訳
が
あ
る
。
現
代
語
訳
が
付
い

て
い
る
こ
と
は
と
て
も
便
宜
が
よ
く
て
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
全
集
本

は
、
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
0
年
）
―
一
月
か
ら
刊
行
が
開
始
し
、
昭
和
五
一

年
（
一
九
七
六
年
）
三
月
に
完
結
し
た
全
五
一
冊
か
ら
な
る
も
の
で
あ
る
。
同

じ
出
版
社
か
ら
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
以
下
、
「
新
編
全
集
本
」
と
略
称
）

も
出
た
。
同
様
に
上
段
に
注
、
中
段
に
原
文
、
下
段
に
現
代
語
訳
が
あ
り
、

一
、
は
じ
め
に
＇
~
集
本
及
び
新
編
全
集
本
に
つ
い
て

0
キ
ー
ワ
ー
ド
1
1
萬
葉
集
、
風
土
記
、
土
左
日
記
、
原
文
表
示
、
文
字
表
記
史

『
萬
葉
集
』
巻
第
一
の
四
二
番
歌
で
例
示
し
よ
う
。
以
下
、
「
大
系
本
」

と
記
す
の
は
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
（
注
1).
、
「
新
大
系
本
」
と

記
す
の
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
萬
葉
集
』
（
注
2
)

を
意
味
す
る
。
ま

た
「
鶴
萬
葉
」
は
鶴
久
氏
・
森
山
隆
氏
『
萬
葉
集
』
補
訂
版
（
注
3
)

を、

二
、
『
萬
葉
集
』
の
四
二
番
歌
を
例
に

や
は
り
愛
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
新
編
全
集
本
は
、
平
成
六
年
（
一
九
九
四

年
）
二
月
か
ら
刊
行
が
開
始
し
平
成
一
四
年
（
二
0
0
二
年
）
一

0
月
に
完
結

し
た
全
八
八
冊
か
ら
な
る
叢
書
で
あ
る
。

こ
の
全
集
本
及
び
新
編
全
集
本
は
、
一
般
市
民
向
け
の
本
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
留
意
し
て
使
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
研
究
者
向
け
の
テ
キ
ス
ト

で
は
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
そ
の
「
原
文
」
は
、
当
用
漢
字
及
び
常
用
漢

字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
「
原
文
」
を
標
榜
し
な
が
ら
も
、
原
文
そ
の
ま
ま

に
は
な
っ
て
い
な
い
。

ー
文
学
研
究
に
お
け
る
テ
キ
ス
ト
論
—
ー
ー

古

典

の

テ

キ

ス

ト

に

っ
vヽ

て

廣

岡

義

隆
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「
塙
萬
葉
」
は
塙
書
房
版
『
萬
葉
集
本
文
篇
』
補
訂
版
（
注
4
)
を
さ
す
。

①
潮
さ
ゐ
に
伊
良
虞
の
島
辺
漕
ぐ
舟
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒

き
島
廻
を
（
全
集
本
中
段
）

②
潮
さ
ゐ
に
伊
良
虞
の
島
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒

き
島
廻
を
（
新
編
全
集
本
中
段
）

③
潮
騒
に
伊
良
虞
の
島
邊
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
島
廻
を

（
大
系
本
左
頁
）

④
潮
騒
に
伊
良
虞
の
島
辺
漕
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
島
廻
を

（
新
大
系
本
）

⑤
潮
左
為
二
五
十
等
児
乃
嶋
辺
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
全
集
本
・
新
編
全
集
本
下
段
）

⑥
潮
左
為
二
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
大
系
本
右
頁
）

⑦
潮
左
為
二
五
十
等
児
乃
嶋
辺
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
新
大
系
本
）

⑧
潮
左
為
二
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
鶴
萬
葉
・
塙
萬
葉
）

①
・
②
・
③
・
④
は
所
謂
「
訳
文
」
で
あ
り
、
原
文
で
は
な
い
か
ら
、

無
視
し
て
よ
い
の
で
は
あ
る
が
、
一
般
に
は
こ
れ
が
原
文
と
し
て
扱
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
、
影
響
は
小
さ
く
な
い
。
最
近
の
『
萬
葉
集
』
関
係
の
論

集
等
で
「
原
則
と
し
て
新
編
全
集
本
の
萬
葉
歌
に
依
る
こ
と
」
な
ど
と
指

定
さ
れ
、
そ
れ
が
こ
の
訳
文
を
意
味
し
て
い
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。

①
と
②
と
は
同
一
で
は
な
い
。
第
三
句
に
「
舟
」
「
船
」
の
違
い
が
あ
る
。

③
は
大
系
本
で
あ
り
漢
字
の
正
字
で
記
そ
う
と
い
う
方
針
に
基
づ
い
た
本

文
と
な
っ
て
い
る
。

四
二
番
歌
を
「
訳
文
」
で
示
す
の
で
あ
れ
ば
、

⑦
潮
さ
ゐ
に
い
ら
ご
の
嶋
邊
榜
ぐ
船
に
妹
乗
る
ら
む
か
荒
き
嶋
廻
を

と
で
も
表
示
す
る
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
萬
葉
原
歌
に
本
字
（
正

訓
字
）
で
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
そ
の
ま
ま
に
当
時
の
漢
字
に
近
い
形
で

示
し
、
借
訓
で
示
さ
れ
て
い
る
箇
所
は
平
仮
名
で
示
す
と
共
に
、
送
り
仮

名
を
補
っ
た
の
が
⑦
の
「
訳
文
」
で
あ
る
。
当
時
の
表
記
の
ま
ま
に
徹
底

し
よ
う
と
す
れ
ば
送
り
仮
名
は
送
ら
な
い
の
が
原
姿
と
な
る
。
即
ち
、
「
榜

ぐ
」
「
乗
る
」
「
荒
き
」
は
そ
れ
ぞ
れ
「
榜
」
「
乗
」
「
荒
」
で
表
記
さ
れ
て

い
る
。
「
榜
」
「
乗
」
「
荒
」
で
当
時
は
コ
グ
・
ノ
ル
・
ア
ラ
キ
と
読
ん
で
い

た
の
で
あ
る
。

⑦
潮
さ
ゐ
に
い
ら
ご
の
嶋
邊
榜
船
に
妹
乗
ら
む
か
荒
嶋
廻
を

し
か
し
、
こ
れ
で
は
何
と
読
む
の
か
わ
か
り
づ
ら
い
も
の
と
な
る
の
で
、

今
、
⑦
の
よ
う
に
語
尾
を
補
っ
て
示
し
た
。

因
み
に
次
の
萬
葉
歌
を
「
訳
文
」
で
示
す
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

比
等
能
宇
々
流
田
者
宇
恵
麻
佐
受
伊
麻
佐
良
休
久
休
和
可
礼
之
豆
安

礼
波
伊
可
ホ
勢
武
(
1
5
•三七
四
六
—
ー
例
歌
掲
出
は
ラ
ン
ダ
ム
採
用
）

ひ
と
の
う
A

る
田
は
う
ゑ
ま
さ
ず
い
ま
さ
ら
に
く
に
わ
か
れ
し
て
あ

れ
は
い
か
に
せ
む

本
字
（
正
訓
字
）
で
示
さ
れ
た
箇
所
は
「
田
」
一
字
の
み
で
あ
り
、
そ
の
漢

字
を
残
し
て
他
は
平
仮
名
で
表
記
し
た
。
こ
う
し
た
『
萬
葉
集
』
の
仮
名

表
記
主
体
歌
巻
の
歌
々
の
文
字
表
記
は
、
他
な
ら
な
い
『
古
今
和
歌
集
』
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以
下
の
仮
名
文
学
に
お
け
る
表
記
と
繋
が
る
こ
と
に
な
り
、
文
字
表
記
史

に
お
い
て
一
続
き
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ

は

、

留

意

し

て

よ

い

こ

と

で

あ

る

。

．

さ
て
、
論
議
を
元
に
戻
す
と
、
原
文
表
示
は
⑤
・
⑥
・
⑦
・
⑧
に
な
る
。

⑤
潮
左
為
二
五
十
等
児
乃
嶋
辺
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
全
集
本
・
新
編
全
集
本
下
段
）

⑥
潮
左
為
二
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
大
系
本
右
頁
）

⑦
潮
左
為
二
五
十
等
児
乃
嶋
辺
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
新
大
系
本
）

⑧
潮
左
為
二
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
榜
船
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋

廻
乎
（
鶴
萬
葉
・
塙
萬
葉
）

一
見
同
じ
原
文
の
よ
う
で
は
あ
る
が
、
⑤
と
⑦
が
同
一
で
あ
る
の
を
除

い
て
、
他
は
異
な
っ
て
い
る
。
第
一
句
の
「
為
・
為
」
、
第
二
句
の
「
児
・

兒
」
「
辺
・
邊
」
、
第
四
句
の
「
乗
・
乗
」
、
第
五
句
の
「
廻
．
廻
」
に
お
い

て
違
い
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
常
用
漢
字
（
当
用
漢
字
）
、
と
旧
字
体
（
正
字

体
）
と
い
う
違
い
と
な
る
。
こ
の
中
で
、
⑥
の
大
系
本
は
正
字
体
（
旧
字
体
）

表
記
を
貫
い
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
箇
所
を
そ
れ

ぞ
れ
の
本
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
西
本
願
寺
本
『
萬
葉
集
』
で
見
る
と
、

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

し

和
‘
か
ざ
←
＇
や
も
か
ふ
も
衝
霊
ふ
｀
で
庄
~
危

!；
l
v
9
1
‘
 

i
令
9
1

手

正
字
表
記
を
墨
守
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
「
為
」
「
乗
」
な

ど
は
簡
略
な
字
形
で
表
示
さ
れ
て
い
る
。
「
左
」
「
邊
」
「
廻
」
な
ど
は
異
体

字
で
書
か
れ
て
あ
り
、
活
字
で
示
す
場
合
は
一
番
近
い
漢
字
字
形
で
示
す

の
が
良
い
。
と
な
る
と
、
⑧
が
一
番
近
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

「
船
」
の
字
形
に
関
し
て
は
、

J
I
S
漢
字
コ
ー
ド
表
の
第
二
基
準
の
中

に
「
訟
」
が
あ
り
、
容
易
に
「
訟
」
字
で
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
、
「
訟
」

字
の
方
が
よ
い
。

往
古
の
用
字
は
、
大
き
く
次
の
三
通
り
に
分
か
れ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

A

訟
・
國
・
嶋
・
廣
．
賓
な
ど

B

来
・
束
、
為
・
為
、
乗
・
乗
な
ど

C

年
な
ど

A
は
、
船
・
国
•
島
・
広
・
宝
な
ど
の
常
用
漢
字
形
で
は
表
記
せ
ず
、

往
古
は
訟
・
國
・
嶋
・
廣
．
賓
の
字
形
が
専
ら
使
用
さ
れ
る
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
嶋
」
字
は
そ
の
「
山
」
が
「
鳥
」
の
下
に
来
た
り
、

「
鳥
」
の
上
に
置
か
れ
る
ケ
ー
ス
は
あ
る
が
、
「
島
」
で
の
使
用
は
見
ら
れ

な
い
（
注
5
)
。
「
賓
」
字
の
場
合
、
俗
用
の
「
賓
」
が
専
ら
使
用
さ
れ
、

そ
の
本
字
の
「
賓
」
が
使
用
さ
れ
て
い
る
例
を
見
る
こ
と
は
な
い
。
「
船
」

の
字
も
異
体
字
と
さ
れ
る
「
訟
」
が
専
ら
使
用
さ
れ
、
「
船
」
の
例
は
見
な

い
。
た
だ
し
「
舟
」
は
別
字
で
あ
り
、
使
用
さ
れ
て
い
る
。

B
は
、
そ
の
双
方
が
使
用
さ
れ
る
事
例
で
あ
り
、
そ
の
使
用
は
ラ
ン
ダ

ム
と
言
っ
て
よ
い
。

C
は
簡
略
な
字
形
を
常
用
と
は
す
る
も
の
の
、
本
字
（
今
の
文
字
の
場
合
、

画
数
の
多
い
「
爾
」
）
も
そ
の
使
用
が
見
ら
れ
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
よ
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い
事
例
が
見
出
さ
れ
ず
、
今
仮
に
「
ホ
」
字
の
事
例
を
出
し
た
。
こ
の
文

字
の
場
合
、
画
数
の
多
い
「
爾
」
の
使
用
も
見
ら
れ
る
が
、
圧
倒
的
に
多

い
の
は
簡
略
な
「
ホ
」
の
事
例
と
言
っ
て
よ
く
、
「
年
」
が
常
用
字
と
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
「
ホ
」
を
字
形
構
成
要
素
（
字
形
素
）
と
し
て
持
つ
「
迩
」

字
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
活
字
形
で
示
す
と
「
ホ
」
に
な
る
が
、
そ

の
実
際
は
「
ん
」
の
字
形
と
な
る
。
た
だ
し
、
「
迩
」
字
の
場
合
に
は
そ

の
多
く
も
「
迩
」
の
字
形
と
な
っ
て
い
る
。

以
上
、
「
訟
」
字
に
関
わ
っ
て
言
及
し
た
が
、
右
の
次
第
に
よ
り
『
萬
葉

集
』
巻
第
一
の
四
二
番
歌
を
活
字
体
で
示
す
と
、

⑨
潮
左
為
二
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
榜
訟
荷
妹
乗
良
六
鹿
荒
嶋
廻
乎

(
1
•四
二
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
は
手
書
き
の
文
字
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
種
々

の
変
容
形
が
出
て
く
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
を
帰
納
抽
象
化
し
た
表
記

が
⑨
の
姿
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
そ
う
し
た
最
大
公
約
的
な
抽
象
化
と
い

う
意
味
で
活
字
体
（
明
朝
体
）
は
意
義
を
有
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

三
、
東
野
治
之
氏
の
指
摘

「
-
」
で
全
集
本
と
新
編
全
集
本
の
こ
と
を
掲
げ
た
が
、
全
集
本
『
萬

葉
集
』
（
注
6
)

と
新
編
全
集
本
『
萬
葉
集
』
（
注
7
)

に
お
い
て
、
そ
の
校

注
者
は
同
一
で
は
な
い
。

全
集
本
；
…
…
…
・
小
島
憲
之
氏
、
木
下
正
俊
氏
、
佐
竹
昭
広
氏

新
編
全
集
本
：
・
・
・
・
小
島
憲
之
氏
、
木
下
正
俊
氏
、
東
野
治
之
氏

全
集
本
か
ら
新
編
全
集
本
に
か
け
て
、
佐
竹
昭
広
氏
か
ら
東
野
治
之
氏

へ
と
交
替
し
て
い
る
。
新
し
く
校
注
者
と
し
て
加
わ
っ
た
東
野
治
之
氏
は
、

史
学
に
お
け
る
文
献
の
扱
い
か
ら
、
本
文
表
示
が
お
か
し
い
と
指
摘
し
て

い
る
。即

ち
、泊

瀬
朝
倉
宮
御
弔
天
皇
代

（
『
萬
葉
集
』
巻
第
一
冒
頭
の
標
目
、
新
編
全
集
本
下
段
原
文
）

泊
瀬
朝
倉
宮
に
天
の
下
治
め
た
ま
ひ
し
天
皇
の
代

（
同
右
、
新
編
全
集
本
中
段
訳
文
）

な
ど
と
い
う
事
例
に
つ
い
て
（
挙
例
は
廣
岡
に
よ
る
）
、
東
野
治
之
氏
は
、

八
世
紀
初
頭
に
始
ま
る
「
御
宇
」
の
使
用
は
、
中
国
的
な
君
主
観
の

確
立
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
勅
撰
の
可
能
性
も
示

唆
さ
れ
て
い
る
巻
一
、
二
の
「
御
宇
」
は
、
独
自
の
史
料
価
値
を
も

つ
も
の
と
い
え
る
。
こ
れ
を
「
天
の
下
知
ら
し
め
す
」
と
か
「
天
の

下
治
め
た
ま
ひ
し
」
と
読
み
下
す
こ
と
は
、
読
み
下
し
文
の
利
用
者

に
、
そ
の
よ
う
な
問
題
を
見
落
さ
せ
る
結
果
と
も
な
り
か
ね
な
い
で

あ
ろ
う
。
総
じ
て
題
詞
や
左
注
の
文
は
、
た
と
え
読
み
下
し
文
で
あ

っ
て
も
、
訓
を
ル
ビ
で
示
す
な
ど
し
て
原
文
に
忠
実
で
あ
る
べ
き
も

の
と
思
う
。
〔
地
名
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
注
意
が
払
わ
れ
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。
〕

と
指
摘
す
る
（
注
8
)
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
な
指
摘
で
あ
る
。
同
時
に
、
こ

の
「
御
宇
」
と
い
う
事
例
の
み
で
は
な
く
、
用
字
と
い
う
面
か
ら
、
例
え

ば
『
萬
葉
集
』
巻
第
一
の
七
番
歌
で
は
、
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新

編

全

集

本

訳

文

新

編

全

集

本

原

文

秋

金

刈

り

苅

宿

れ

り

屋

抒

礼

里

宇

治

、

兎

道

．

み

や

こ

宮

子

仮

鷹

借

五

百

思

ほ

ゆ

所

念

と
い
う
対
応
が
指
摘
出
来
よ
う
。
五
行
思
想
に
基
づ
い
た
原
文
「
金
」
、
地

名
表
記
「
兎
道
」
、
当
時
一
般
的
な
倭
用
法
と
し
て
の
「
借
」
な
ど
、
そ
の

相
違
は
小
さ
く
な
く
、
「
訳
文
」
で
は
そ
う
し
た
こ
と
が
捨
象
さ
れ
て
い

る
。
文
芸
上
の
論
を
展
開
す
る
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
、
用
字
用
法
に
言

及
す
る
論
に
お
い
て
す
ら
、
対
象
外
の
歌
句
表
現
に
つ
い
て
は
こ
う
し
た

「
訳
文
」
表
記
で
引
用
し
て
い
る
の
を
見
る
と
、
如
何
に
対
象
外
の
箇
所

と
は
言
え
、
唖
然
と
し
て
し
ま
う
私
で
あ
る
。

東
野
治
之
氏
が
「
地
名
に
つ
い
て
も
、
同
様
な
注
意
が
払
わ
れ
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
」
と
加
筆
し
た
の
は
も
っ
と
も
な
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
「
開

利
団
来
背
社
」
（
7

．
―
二
八
六
）
に
つ
い
て
、
全
集
本
や
新
編
全
集
本
で
は

「
乱
の
久
世
の
社
の
」
と
訳
文
し
て
い
る
。
ヤ
マ
シ
ロ
と
い
う
国
名
表

記
に
原
文
で
「
開
木
代
」
が
示
さ
れ
て
い
る
の
は
元
明
天
皇
代
の
「
好
字

二
字
」
制
（
注
9
)
以
前
の
表
記
を
残
す
も
の
で
あ
り
、
訳
文
で
は
そ
れ
を

消
し
去
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
柿
本
人
麻
呂
作
歌
の
四
五
＼
四

九
番
歌
に
お
い
て
、
そ
の
地
名
「
ア
キ
ノ
」
の
表
記
は
、
全
集
本
や
新
編

全
集
本
で
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

軽
皇
子
宿
干
甜
醐
剛
時
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
作
歌（

題
詞
原
文
、
返
点
略
）

：
・
・
・
・
三
雪
落
阿
騎
乃
大
野
ホ
…
…

(
1
•四
五
、
原
文
、
部
分
）

阿
騎
乃
野
休
宿
旅
人
…
…
(
1
•四
六
、
．
原
文
、
部
分
）

こ
の
箇
所
、
新
編
全
集
本
の
訳
文
で
は
次
の
よ
う
に
し
て
い
る
（
全
集

本
も
類
同
）
。
（
訓
ル
ビ
表
示
は
略
し
た
。
）

軽
皇
子
、
安
騎
の
野
に
宿
ら
せ
る
時
に
、
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
が
作
る

歌

（

題

詞

、

訳

文

）

‘

‘

…
…
み
雪
降
る
安
騎
の
大
野
に
…
…
(
1
•四
五
、
訳
文
）

安
騎
の
野
に
宿
る
旅
人
・
・
・
・
・
・

(
1
•四
六
、
訳
文
）

即
ち
、
訳
文
で
は
「
安
騎
の
（
大
）
野
」
に
統
一
表
示
さ
れ
て
い
る
（
新

大
系
本
も
類
同
）
。
し
か
し
、
原
文
で
は
題
詞
で
の
表
記
「
安
騎
野
」
と
歌

句
で
の
表
記
「
阿
騎
乃
（
大
）
野
」
に
違
い
が
存
し
、
こ
こ
に
歌
句
表
記

と
題
詞
表
記
に
お
け
る
表
記
レ
ベ
ル
の
差
が
存
す
る
こ
と
が
明
確
と
な
る
。

別
人
の
手
に
よ
る
題
詞
表
記
で
あ
る
と
言
っ
て
良
い
。
こ
う
し
た
表
記
上

の
特
性
が
訳
文
で
は
捨
象
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
、
『
土
左
日
記
』
の
場
合

書
名
『
土
左
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。

こ
う
し
た
本
文
認
識
の
問
題
は
上
代
分
野
に
限
ら
な
い
こ
と
、
言
及

し
た
通
り
で
あ
る
。
例
え
ば
、
平
安
朝
の
研
究
者
に
お
い
て
、
書
名
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な
が
ら
、
平
然
と
『
土
佐
日
記
』
と
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、

疑
問
を
抱
か
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
の
作
品
も
原
本
は
失
わ
れ

て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
原
本
に
近
い
青
硲
書
屋
本
系
統
は
も
と
よ
り

（
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
の
為
家
本
も
）
、
他
の
写
本
に
お
い
て
も
『
土
左

日
記
』
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
書
名
が
い
つ
の
段
階
か
ら
の
命
名

で
あ
る
の
か
、
判
然
と
し
な
い
点
が
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
国
名

は
古
く
は
「
土
左
」
で
あ
り
、
「
土
佐
」
に
変
え
ら
れ
た
の
は
和
銅
六

年
（
七
―
―
―
-
）
の
好
字
令
以
降
の
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
が
、
な
お
現
地

で
は
古
名
を
慣
習
的
に
用
い
て
お
り
（
例
え
ば
『
土
左
国
風
土
記
』
逸
文

に
お
け
る
諸
事
例
）
、
こ
の
書
名
は
そ
の
古
い
用
字
を
反
映
し
て
い
る
書

名
で
あ
る
。
現
今
、
残
存
す
る
書
名
の
手
掛
か
り
と
し
て
は
『
土
左

日
記
』
し
か
な
く
、
し
か
も
そ
れ
は
古
い
呼
称
に
由
来
し
て
い
る
こ

と
を
考
え
れ
ば
、
結
論
は
自
ず
と
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
も
と
よ
り
『
土

左
日
記
』
の
書
名
を
掲
げ
る
研
究
者
も
少
な
く
は
な
い
こ
と
を
存
知

し
て
い
る
が
、
な
お
『
土
佐
日
記
』
と
記
す
論
著
が
多
い
の
が
実
情

で
あ
る
。
（
注
10)

地
名
「
土
左
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
風
士
記
逸
文
の
作
業
過
程
で
気

付
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
「
土
左
」
の
用
字
に
つ
い
て
は
、
『
延
喜
式
』

や
『
倭
名
類
衆
抄
』
（
高
山
寺
本
）
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。

土
左
．
士
佐
の
文
字
も
混
用
さ
れ
、
平
安
時
代
中
ご
ろ
に
な
っ
て
土

佐
が
一
般
的
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
（
山
本
大
氏
、
注
11)

と
い
う
も
の
で
あ
り
、
書
名
『
土
左
日
記
』
は
そ
う
し
た
用
字
背
景
を
反

映
し
て
い
る
も
の
と
見
る
の
が
よ
い
。
と
共
に
、
「
あ
か
た
の
よ
と
せ
い
つ

と
せ
は
て
A

」
と
日
記
冒
頭
部
に
記
さ
れ
て
い
る
、
任
地
を
「
あ
が
た
」

と
称
し
て
い
る
事
例
か
ら
、
作
者
紀
貫
之
の
尚
古
の
気
概
も
含
ま
れ
て
い

る
表
記
と
な
ろ
う
。

五
、
風
土
記
の
事
例

次
に
、
『
風
土
記
』
逸
文
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。
厳
密
に
は
「
逸
文
」

で
は
な
く
て
「
残
存
本
文
」
（
注
12)
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
『
塵
袋
』
（
注

13)

に
見
ら
れ
る
ケ
ー
ス
を
こ
こ
に
掲
げ
よ
う
。

常
陸
璽
大
櫛
岡
卜
云
フ
所
ア
リ
風
土
記
ー
ー
云
ク
上
古
ー
ー
有
レ
人

ク

シ

ル

ハ

マ

ク

リ

鉢
極
長
大
也
身
居
＝
丘
整
之
上
一
二
毛
摺
＿
ー
海
濱
之
蜃
↓
其
ノ

所
食
貝
積
棗
テ
成
レ
岡
↓
其
ノ
践
跡
ノ
長
サ
三
十
餘
歩
廣
サ
ニ

十
餘
歩
mlノ
対
ノ
佳
耳
廿
餘
歩
許
卜
云
ヘ
リ（

『
塵
袋
』
第
五
、
十
一
丁
オ
）

こ
れ
に
対
応
す
る
現
存
の
『
常
陸
國
風
土
記
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

有
岡
名
日
大
櫛
上
古
有
人
鉢
極
長
大
身
居
丘
聾
之
上
手
蜃
其
所
食
貝

積
棗
成
岡
時
人
不
朽
之
義
今
謂
大
櫛
之
岡
其
践
跡
〔
長
冊
餘
歩
廣
廿

餘
歩
尿
穴
住
可
廿
余
歩
許
〕

（
〔
キ
ッ
コ
ー
〕
で
括
っ
た
箇
所
は
、
原
文
は
割
注
表
示
と
な
っ
て
い
る
。
）

（
那
賀
郡
「
平
津
駅
家
」
条
）
（
『
常
陸
國
風
土
記
』
松
下
見
林
本
）

こ
れ
は
面
白
い
巨
人
伝
承
で
あ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
両
書
で
そ
の
本
文

が
何
ケ
所
か
対
立
し
て
い
る
。
こ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
別
稿
（
注
14)

に

譲
り
、
今
、
問
題
に
す
る
の
は
、
末
尾
の
「
尿
穴
住
可
廿
余
歩
許
」
（
常
陸
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國
風
土
記
）
と
「
尻
穴
佳
耳
廿
餘
歩
許
」
（
塵
袋
に
よ
る
復
元
本
文
）
の
箇
所
で

あ
る
。
こ
の
箇
所
の
本
文
復
元
は
そ
の
意
味
と
関
わ
っ
て
判
断
が
困
難
で

あ
り
、
諸
本
を
掲
げ
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

尻
穴
倒
耳
廿
餘
歩
許
（
塵
袋
に
よ
る
復
元
本
文
）

尿
穴
倒
可
廿
余
歩
許
（
菅
本
・
武
田
本
・
松
下
本
、
注
15)

尿
穴
糾
可
廿
餘
歩
許
（
板
本
、
注
16)

尿
穴
倒
可
廿
餘
歩
許

（
大
系
本
『
風
土
記
』
注1
7
•日
本
古
典
全
書
本
『
風
土
記
』
注1
8
)

尿
穴
倒
可
廿
余
歩
許
（
新
編
全
集
本
『
風
土
記
』
注
19)

こ
の
「
径
・
佳
・
住
」
と
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
考
え
た
い
。
「
板
本
」
の

「
趾
」
は
西
野
宣
明
の
校
訂
に
基
づ
い
た
本
文
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
無
視

す
る
。『

塵
袋
』
本
文
の
「
佳
」
の
字
は
、
本
来
は
「
か
た
い
」
（
廣
雅
）
と
か

「
お
ろ
か
」
（
正
字
通
）
「
と
ど
ま
る
」
（
正
字
通
）
な
ど
と
い
う
文
字
で
あ
る

が
、
そ
の
右
の
「
ワ
タ
リ
」
の
傍
訓
が
示
し
て
い
る
通
り
、
こ
こ
は
「
径
」

字
の
異
体
字
形
と
し
て
あ
る
。
こ
の
「
径
」
と
し
て
の
「
佳
」
か
ら
菅
本
・

武
田
本
・
松
下
本
の
「
住
」
字
に
変
容
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

意
味
上
か
ら
も
「
住
」
字
で
は
文
脈
に
合
致
し
な
く
て
、
「
径
」
字
が
良
い

と
判
断
で
き
る
。
大
系
本
や
日
本
古
典
全
書
本
は
旧
字
の
「
径
」
と
し
、

新
編
全
集
本
は
常
用
漢
字
の
「
径
」
に
し
て
い
る
。
新
編
全
集
本
の
用
字

は
、
先
に
示
し
た
よ
う
に
常
用
漢
字
を
採
る
方
針
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
菅
本
・
武
田
本
・
松
下
本
の
「
住
」
字
の
存

在
は
、
そ
の
原
姿
が
簡
略
な
「
径
」
字
の
異
体
と
し
て
の
「
怪
」
字
で
あ

っ
た
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
お
り
、
結
果
的
に
、
新
編
全
集
本
が
採
る

常
用
漢
字
の
「
径
」
が
そ
の
原
姿
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
う
い
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
旧
字
が
古
姿
（
原
姿
）
を
示
す
も
の
で
あ
る
と

は
限
ら
な
い
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
即
ち
こ
の
個
所

し

り

あ

な

わ

た

り

の
『
風
土
記
』
本
文
は
、
「
尻
穴
倒
可
廿
餘
歩
許
」
（
尻
の
穴
は
、
径
二
十

あ
し
あ
ま
り

余
歩
ば
か
り
そ
。
）
と
復
元
出
来
る
こ
と
に
な
る
。
尻
の
穴
と
は
常
時
は

閉
じ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
は
用
便
の
直
径
の
大
き
さ
を
示
し
た
も

の
と
理
解
し
て
よ
い
。
因
み
に
天
平
尺
（
注
20)

に
よ
る
「
二
十
歩
」
は
、

二
九
・
七
昇
と
な
る
。

以
上
、
古
典
を
研
究
し
て
行
く
立
場
か
ら
、
そ
の
テ
キ
ス
ト
に
つ
い
て

の
現
今
の
安
易
な
傾
向
へ
の
危
惧
に
つ
い
て
言
及
し
た
。
私
の
研
究
か
ら
、

そ
の
対
象
が
上
代
を
主
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
中
古
文
学
作
品
以
下

に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
指
摘
出
来
る
。
例
え
ば
、
大
系
本
や
新
大
系
本

で
は
、
漢
字
の
読
み
に
つ
い
て
校
注
者
が
付
け
加
え
た
も
の
は
ル
ビ
中

（
）
で
括
ら
れ
て
お
り
、
底
本
の
用
字
は
（
）
を
付
け
な
い
ル
ビ
訓

の
形
で
残
さ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
容
易
に
底
本
写
本
の
姿
が
復
元
出
来
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
、
全
集
本
や
新
編
全
集
本
で
は
、
そ
れ
が

断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
底
本
写
本
の
姿
を
復
元
出
来
な
い
形
に

な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
、
個
々
の
校
注
者
の
問
題
で
は
な
く
、
販
売
元

の
書
陣
の
規
範
に
拠
る
も
の
で
あ
る
。
研
究
上
の
大
き
な
問
題
が
販
売
と

六
、
お
わ
り
に
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〔
附
記
〕
本
稿
は
、
二

0
0六
年
六
月
二
四
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た

三
重
大
学
日
本
語
学
文
学
会
大
会
に
お
け
る
講
演
に
お
い
て
、

同
題
で
話
し
た
内
容
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

【注】

1
高
木
市
之
助
氏
・
五
味
智
英
氏
・
大
野
晋
氏
校
注
『
萬
葉
集
』
一

S
四
（
日
本
古

典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
七
年
五
月

S
一
九
六
二
年
五
月
）
。

2
佐
竹
昭
広
氏
・
山
田
英
雄
氏
・
工
藤
力
男
氏
・
大
谷
雅
夫
氏
・
山
崎
福
之
氏
校
注

『
萬
葉
集
』
一

S
四
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
九
年
五
月

S

二
0
0
三
年
一

0
月）。

3
鶴
久
氏
•
森
山
隆
氏
編
『
萬
葉
集
』
補
訂
版
（
桜
楓
社
、
一
九
七
七
年
五
月
）
。

初
版
は
一
九
七
二
年
四
月
。

4
佐
竹
昭
広
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
小
島
憲
之
氏
著
『
萬
葉
集
本
文
篇
』
補
訂
版
（
塙

書
房
、
一
九
九
八
年
二
月
）
。
初
版
は
一
九
六
三
年
六
月
。

5
小
野
田
光
雄
氏
「
上
代
人
の
用
い
た
嶋
字
に
つ
い
て
」
（
『
古
事
記
年
報
』
四
十
八
、

二
0
0六
年
一
月
）
。
こ
の
『
古
事
記
年
報
』
が
会
員
に
配
布
さ
れ
た
本
年
五
月
に

は
当
稿
を
脱
稿
済
で
あ
り
、
急
逮
こ
の
「
注
5
」
と
し
て
小
野
田
氏
論
考
を
補
う
こ

と
と
な
っ
た
。
「
嶋
」
字
に
関
す
る
小
野
田
氏
の
二
五
五
頁
に
亙
る
こ
の
詳
細
な
調

査
報
告
（
遺
稿
）
の
中
で
、
同
氏
は
、

「
嶋
」
は
中
國
や
朝
鮮
の
資
料
か
ら
は
求
め
が
た
い
。
上
代
日
本
の
資
料
か

い
う
側
面
か
ら
切
り
捨
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ら
は
「
嶋
」
は
極
め
て
多
い
が
「
島
」
は
無
し
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
く
、
中

國
•
朝
鮮
に
は
「
嶋
」
は
極
め
て
少
な
い
。
(
-
八
一
頁
）

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
因
み
に
同
遺
稿
に
は
、
「
二

0
0
0年
十
二
月
、
八
十
九
才

三
ヶ
月
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

6
小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
佐
竹
昭
広
氏
校
注
・
訳
『
萬
葉
集
』
一

S
四
（
日

本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
七
一
年
一
月

S
一
九
七
五
年
一

0
月）。

7
小
島
憲
之
氏
・
木
下
正
俊
氏
・
東
野
治
之
氏
校
注
・
訳
『
萬
葉
集
』
一
＼
四
（
新

編
日
本
古
典
文
学
全
集
、
小
学
館
、
一
九
九
四
年
五
月
＼
一
九
九
六
年
八
月
）
。

8

東
野
治
之
氏
「
『
萬
葉
集
』
と
木
簡
」
（
『
萬
葉
』
一
五
八
号
、
一
九
九
六
年
七
月
、

同
氏
『
長
屋
王
家
木
簡
の
研
究
』
塙
書
房
、
所
収
）
。
引
用
文
中
、
〔
括
弧
〕
で
括
っ

た
引
用
は
所
収
時
の
加
筆
箇
所
で
あ
る
。

9

「
好
字
二
字
」
制
自
体
は
、
『
続
日
本
紀
』
巻
第
六
の
元
明
天
皇
に
よ
る
和
銅
六

年
（
七
一
三
）
五
月
甲
子
条
に
見
ら
れ
る
所
謂
「
風
土
記
撰
録
の
命
」
の
中
に
は
出

て
来
な
い
。
以
下
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
「
風
土
記
の
原
形
態
に
つ
い
て
」
（
『
國
語

と
國
文
學
』
九
七
二
号
、
二

0
0
四
年
―
一
月
）
で
言
及
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
『
続

日
本
紀
』
記
事
は
官
符
の
全
文
で
は
な
く
て
摘
要
で
あ
り
、
太
政
官
符
に
は
明
記
さ

れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
風
土
記
』
を
検
証
す
る
こ
と
で
も
帰
納
で
き
る

の
で
あ
る
が
、
文
献
上
も
『
延
喜
式
』
に
「
凡
、
諸
國
部
内
、
郡
里
等
名
、
並
用
ニ

字
、
必
取
嘉
名
。
」
（
巻
二
十
二
民
部
省
式
上

11
「
郡
里
名
」
）
と
あ
り
、
仙
覚
の
『
萬

葉
集
註
繹
』
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
（
「
於
國
郡
郷
村
等
、
用
二
字
用
好
字
、

元
明
天
皇
御
宇
和
銅
六
年
被
召
諸
國
風
土
記
時
事
也
」
巻
第
一
、
四
番
歌
条
、
時
雨

亭
本
）
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
確
認
出
来
る
こ
と
と
な
る
。

1
0
廣
岡
義
隆
「
国
語
国
文
学
界
の
動
向
、
上
代
[
韻
文
ピ
会
文
学
•
語
学
』
一
七
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五
号
、
二

0
0
-
―
一
年
二
月
）
。
こ
の
中
で
、
「
一
本
文
に
つ
い
て
」
と
し
て
私
は
原

本
原
姿
を
無
視
し
、
一
般
市
民
向
け
の
本
文
に
依
拠
し
て
論
じ
る
傾
向
に
つ
い
て
問

題
提
起
を
し
た
。
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
大
阪
青
山
短
期
大
学
蔵
の
為
家
本
『
土
左
日
記
』
に
つ
い
て
は
、
伊
井
春
樹

氏
に
論
考
が
あ
る
。

伊
井
春
樹
氏
「
為
家
本
『
土
左
日
記
』
に
つ
い
て
」
（
『
中
古
文
学
』
七
一
号
、
ニ

0
0
三
年
五
月
）
。

11

山
本
大
氏
「
と
さ
の
く
に
」
の
項
（
『
國
史
大
辟
典
』
第
十
巻
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
九
年
九
月
）
。

12

本
誌
掲
載
拙
稿
「
風
土
記
の
「
残
存
本
文
」
に
つ
い
て
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。

1
3
山
崎
誠
氏
編
『
印
融
自
筆
本
重
要
文
化
財
塵
袋
と
そ
の
研
究
』
（
勉
誠
社
、
一
九

九
八
年
二
月
）
。

14

廣
岡
義
隆
「
風
土
記
本
文
の
復
元
に
つ
い
て
」
（
神
田
典
城
氏
編
『
風
土
記
の
可

能
性
』
上
代
文
学
会
叢
書
、
笠
間
書
院
、
二

0
0七
年
三
月
刊
行
予
定
）
。

15

林
崎
治
恵
氏
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
上
・
中
・
下
（
『
風
土
記
研
究
』
一

0
ー
―
二
号
、
一
九
九

0
年
一

0
月
S
一
九
九
一
年
六
月
）
に
よ
る
。
該
当
箇
所
は
、

「
中
」
（
―
一
号
、
一
九
九

0
年
―
二
月
）
。
菅
本
は
菅
政
友
書
写
本
（
茨
城
県
立
歴

史
館
蔵
本
）
、
武
田
本
は
武
田
祐
吉
旧
蔵
本
（
國
學
院
大
學
蔵
本
）
、
松
下
本
は
松
下

見
林
書
写
本
（
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
）
で
あ
る
。

16

林
崎
治
恵
氏
「
常
陸
国
風
土
記
四
本
集
成
」
（
注

14)
に
よ
る
。
板
本
は
西
野
宣

明
校
訂
の
『
訂
正
常
陸
国
風
土
記
』
で
あ
り
、
頭
書
及
び
付
訓
の
付
い
た
完
形
は
、

日
本
古
典
全
集
版
『
古
風
土
記
集
』
下
巻
（
奥
謝
野
寛
・
正
宗
敦
夫
・
輿
謝
野
晶
子

編
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
二
六
年
―
一
月
）
で
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

＊
 

ひ
ろ
お
か

よ
し
た
か

17

秋
本
吉
郎
氏
校
注
『
風
土
記
』
日
本
古
典
文
学
大
系
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
八

年
四
月
）
。

18

久
松
潜
一
氏
校
註
、
小
野
田
光
雄
氏
再
訂
『
風
土
記
』
上
、
日
本
古
典
全
書
（
朝

日
新
聞
社
、
一
九
五
九
年
一

0
月）。

19

植
垣
節
也
氏
校
注
・
訳
『
風
土
記
』
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
（
小
学
館
、
一

九
九
七
年
一

0
月）。

20

「
天
平
尺
」
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
風
土
記
』
（
前

項
）
の
「
逸
文
」
の
部
の
頭
注
で
示
し
て
お
い
た
（
四
四
六
頁
、
頭
注
二
）
。

当
稿
中
、
「
廻
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
「
今
昔
文
字
鏡
」
に
よ
っ
て
示
し
た
。

本
学
教
員
]
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